
和
二
十
囚
年
六
月
一
日
運
輸
雀
特
別
扱
承
認
雑
誌
第
四
箕
三
蟹

和
三
十
四
年
九
月
二
十
日
畿
行
（
毎
月
一
陣
壷
行
）

第四十巻　　第五珊
　　　　　第四百六十三號

　　昭和三十四年九月二十日獲行

倒
気
ミ
§
烹
§
の
尋
黛
q
・
其
曽
（
完
）
…
…
…
…
…
…
鹿

　
…
ス
ト
ア
の
自
然
と
自
由
ー

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
知
識
論
（
完
）
…
…
…
…
…
…
服

力
駄
趾
轄
♂
灘
羅
嶺
、
．
…
春

日
米
の
宗
教
學
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
北

　
新
着
外
國
雑
誌
所
載
論
文
　
覧

　
彙
　
報

川
三
夫

大學文學部内

都哲學會
南
京

京



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
町
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
国
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

H
　
毎
月
一
回
會
誌
「
哲
墾
・
研
究
」
を
襲
行
ず
る

仁⇒

@
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

圏
［
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
交
學
部
哲
學
科
教
密
及
び
委
員
雷
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
蠕
す
る

一
、
本
旨
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
禽
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
會
員
緯
織
と
し
愈
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
・
翻
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

　
禽
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
二
等
は
魯
費
と
し
て
年
｝
、
二
二
〇
圓
（
魯
誌
十
二
醗
分

　
を
含
む
）
を
前
納
す
る

催
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
禽
誌
の
配
布
を
受
け
倉
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
、
本
納
は
事
務
駈
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
愈
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

本武松母野弓長土棚田武来園島影柿大総裏井石池有

謙鮮烈騒乱中 甯ｴ「 嵭刀@田賀
　　　　　　　　　美　　芳　 峯　 紅藍 @鐵

良一鞭旧離膿�齊O太俊祐二照義太

治雄海康夫治人夫爾郎範三郎三郎一声尚夫勉仁祐郎



崩乳

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
時
　
　
十
一
月
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
孚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
　
　
京
都
大
學
文
學
部
第
一
教
室

ユ
ダ
ヤ
民
族
・
論
…
…
…
…
…
・
…
…

「
讃
書
人
」
身
分
の
「
教
養
」
と
「
倫
理
」

　
　
　
　
一
中
國
丈
化
の
統
一
性
の
基
礎
一

：
京
都
大
學
教
授

…
…
…
山
口
大
學
助
教
授

臼
　
井
　
二
　
尚

湯
淺
幸
孫

☆
右
終
了
後
樂
友
會
館
に
て
懇
談
晩
餐
會
を
開
き
ま
す
。
多
数
御
参
會
下
さ
い
。
（
會
賛
約
五
〇
〇
圓
）

☆
所
風
機
雲
立
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
大
宗
教
學
研
究
室
ま
で
御
申
出
下
さ
い
。

、



あ
る
こ
と
が
維
瞼
さ
れ
る
。
撃
っ
て
、
そ
の
際
に
も
ま
た
、
他
の
（
第
黒
の
）
知
に
よ
っ
て
知
魔
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
無
際
限
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
嗣
襟
に
ま
た
寒
か
く
て
は
、
最
初
の
知
が
次
々
に
他
の
知
に
よ
っ
て
知
覧
さ
れ
る
か
ら
、
　
一
つ
の
封
象
に
冒
す
る
知
が
）
他
の
勤
象
に

移
行
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
、
然
し
（
實
際
に
は
）
、
そ
の
こ
と
は
（
一
毅
的
に
）
翻
品
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
漏
（
、
訟
朗
諮
？
急
）
敢
に
、

決
定
し
て
、
自
己
認
識
、
す
る
知
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
、
し
て
、
そ
れ
〔
欝
a
認
識
〕
が
ま
さ
に
（
知
識
作
罵
の
）
結
果
な
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

る
」
（
℃
頓
～
　
㊤
①
一
）
導
悼
一
研
）
O
賢
ウ
硫
ミ
浮
§
勧
断
惑
熱
貸
ー
ミ
鋤
陣
触
卸
燦
穿
び
冥
頻
p
ヨ
曽
鐸
曽
静
9
Q
虚
勢
欝
㌍
偽
身
受
ゆ
く
騨
餌
即
あ
ひ
び
9
1
卿
影
ヨ
リ
碧
ピ
ぎ
世
評
や
潔
評
沁
ω
§
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
大
阪
府
立
大
學
教
養
都
〔
宗
教
學
〕
講
師
）

b

｛
告ゼ次號論交豪
文
化
人
類
學
に
つ
い
て
の
學
問
論
：
…
・
棚
　
瀬
　
褒
　
繭

學
と
し
て
の
形
而
上
學
は
珂
能
か
…
…
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
蔚
）

　
　
　
”
ン
ト
「
純
解
理
性
挑
鋸
」
の
窮
糧
照
瀦
題

宗
教
的
寛
容
論
の
誓
學
的
基
礎
：
：
…
：
岩

　
　
　
ベ
ー
－
ル
の
「
堺
實
の
二
二
」
に
つ
い
㎡
．
．
、

脚
自
・
封
自
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て
…
木

　
　
　
サ
ル
ト
ル
鴛
畢
の
一
考
輿

部
　
　
　
雄

坪
　
紹
　
夫

村
　
彰
　
吾

　
　
麦　
一

前　　號

昔
気
ミ
。
ミ
警
へ
〔
あ
息
爲
＾
象
λ
菅
…
…
鹿

　
　
　
ス
ト
ア
の
議
然
と
麟
撫

野
　
治
　
助

デ
ィ
グ
ナ
…
ガ
の
知
識
論
・
：
…
…
：
服
　
部
　
認
　
明

ヘ
イ
マ
ル
メ
ネ
ー
：
：
・
：
：
…
：
・
：
詣
小
　
地
　
ぬ
環
　
明

彙
　
　
報

399

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
知
識
論

五
五



合潔

告

一
、
本
愈
は
會
員
組
織
と
し
曾
員
に
は
資
格
の
鰯
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
魯
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
臨
吉
沼
禁
都
大
學
文

學
部
内
京
都
暫
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
醐
〇
三
九
番
　
東
都

哲
三
三
）
宛
に
規
定
の
曾
費
（
年
一
、
ニ
ニ
○
圓
又
は
孚
年

六
一
〇
圓
）
を
お
携
込
下
さ
い

又
塾
員
へ
の
曾
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
蛮

費
に
蘭
す
る
「
切
は
東
灘
都
干
代
臨
塵
代
官
町
二
　
創
文
趾

　
（
振
替
口
座
東
窟
九
二
四
七
二
番
創
文
砒
）
宛
に
願
ひ
ま
す

｝
、
會
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
㎏
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
御
膳
込
下
さ
い
、
　
（
一
年
分
又
は
申
年
発
）

會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六
冊
）
の
送
附
濟

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
倉
費
の
墾
更
其
他
の
事
情
に
よ
る

過
不
足
は
　
年
（
又
は
孕
庫
）
毎
に
精
算
し
ま
す

一
、
一
員
の
韓
居
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
學
三
三
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
塞
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
僑
・
薪
富
田
・
寄
購
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

鯨都
都都

麺哲
麗學
部吉

細事

昭
稀
三
十
瞬
年
九
月
十
五
臼
印
刷

昭
霜
三
十
四
年
九
月
二
十
臼
襲
行

讃
行
所

編
集
人

襲
行
入

印
劉
人

印
刷
飯

株
式
會
就

嶽

東堀堀東久土嚢京島

編藤保袋触
墜説文震井岐転

1・構邦1學

　　　　　　内會六二郎二男夫

創
　
　
文
　
　
肚

東
京
都
千
代
国
厩
代
官
町
二

振
欝
ロ
慶
　
東
京
　
九
二
四
七
二
番

電
語
　
丸
ノ
内
（
2
3
）
鷹
○
○
八
番

謎
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
毒
す
る

件
は
「
創
文
耐
」
へ
御
串
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
儂
一

二
〇
圓
、
送
料
・
八
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



翌
晶
簸
嬰
語
翻
（
毎
月
【
翻
嚢
　
痂
汀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凄
藷
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